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方程式 x4

4
− x3 − x2 + 6x = c が異なる 4つの実数解を持つように定数 cの値の

範囲を定めなさい．
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【答】 9
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< c < −1 + 4
√
2

【解答】

f(x) = x4

4
− x3 − x2 + 6x とおく．方程式 f(x) = cが異なる 4つの実数解を持つ条件は，

曲線 y = f(x) と直線 y = c が 4つの共有点をもつことである．

f ′(x) = x3 − 3x2 − 2x+ 6

= (x− 3)(x2 − 2)

f(x)の増減は下表となる．
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であるから，曲線 y = f(x)のグラフは右図のようになる．
4 つの共有点をもつように直線 y = c のグラフも加える

と，求める cの値の範囲は
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である．


